











































































































　3─1.　Scorecards on Best and Worst Policies for a Green New Deal
　WWF（世界自然保護基金）と E3G（政策提言に取り組むイギリスの非営利組織）の委
託により、Ecofys（欧州のシンクタンク）と Germanwatch（気候変動に取り組む環境
NGO）が作成したレポート“Scorecards on best and worst policies for a green new deal”















表 3─1　E3G & WWFの“Best Policies”12 政策
国 政策内容 環境 経済 適用性 計 政策タイプ 1 政策タイプ 2 政策タイプ 3




7 6　 2 15　 減税 省エネ
メキシコ バス高速輸送システム 10 2.2 2 14.2 車 省エネ




6 4.7 3 13.7 省エネ 新エネ 減税












5 4　 2 11　 省エネ 車








6 3.2 1 10.2 省エネ
注：E3G and WWF（2009）より作成。
　3─2.　報告書の問題点














































































































車 KAZ の LCA」の数値を利用して計算し、表 5─3に示した。
 63産業連関表を用いたグリーン・ニューディール政策の評価





















　●　ガソリン車 1台を 1年間使用したときの CO2排出量＝D
　●　ハイブリッドカー1台を 1年間使用したときの CO2排出量＝E
　●　ハイブリッドカー1台を製造する際に発生した CO2排出量＝F
　一般車の年間平均走行距離は 1万 kmと言われ、平均的な耐用年数は 10年間といわれ
ている。ここでガソリン車 Aとガソリン車 B（燃費はガソリン車 Aの方が優れているが、
一般的なガソリン車の燃費は Bに近い）とハイブリッドカーの燃料コストについてまと
めた表を見てみる。









　これらより 1億円の投資により削減される 10年間の CO2の量は
　●　比較対象がガソリン車 Aの場合：（15341－7695）×45.45/1000－338＝6.07t-CO2
　●　比較対象がガソリン車 Bの場合：（23000－7695）×45.45/1000－338＝325.725t-CO2
















ハイブリッド車 ガソリン車 A ガソリン車 B
燃費（km／L） 30 15 10
年間走行距離（km） 10,000 10,000 10,000
耐用年数（年） 10 10 10
年間ガソリン消費量（L） 333 667 1,000
ハイブリッド車との差 ─ 334 667
ガソリン価格（円／L） 120 120 120
年間ガソリン費用（円） 40,000 80,000 120,000
ハイブリッド車との差額 ─ 40,000 80,000
生涯ガソリン費用（円） 400,000 800,000 1,200,000





































































































社が 1kwの電力を発電する際に発生する CO2排出量は 360gである。また、1世帯の年間
























円のみの場合、そして 25万円と 10万円の中間である 17.5万円のみの場合を考える。な






に 5─1─5の手法でエコカーを 400台製造したときの 10年間の CO2排出削減量を計算で




































かるように 1億円の投資に対しての 1年間の CO2削減量は多くても 600tに満たない。エ
コカーの耐用年数 10年を考慮しても 6000t未満である。環境省によれば 2006年 4月から
2007年 8月 31日までの間に環境省が提供する排出量取引仲介サービスを利用した排出権
取引での CO2排出権の平均価格は 1212円 /t-CO2であった12）。みずほ情報総研が作成した
資料13）によると、排出権クレジットの指標価格としてよく用いられる EUの排出量取引価
格は 09年では 1tあたり 15ユーロ前後の価格で推移している。2010年 12月 9日 9時 39
分現在の為替は 1ユーロあたり約 111円であるので、EUでの排出権取引価格は 1tあたり


























　実際の政府の予算について確認してみると、エコカー補助金は 2009年 6月 19日から




































































































［ 1］環境省ホームページ http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=8779（アクセス日 2010/12/9）
［ 2］環境省　地球環境局　低炭素社会構築による雇用・新産業創出等の検討について http://www.env.
go.jp/earth/ondanka/mlt_roadmap/comm/com01-01/mat03_2.pdf（アクセス日 2010/12/9）
















［11］ み ず ほ 情 報 総 研 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.mizuho-ir.co.jp/publication/contribution/
environment/2010/economist100208.html（アクセス日 2010/12/9） 
［12］吉岡完治・大平純彦・早見均・鷲津明由・松橋隆治（2003）環境の産業連関分析
［13］鷲田豊明（1992） 環境とエネルギーの経済分析　白桃書房
［14］WWFホームページ http://assets.panda.org/downloads/scorecards_2009_11_02_online_version_fin
al.pdf（アクセス日 2010/12/9）
